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求
棄
会
規
約

一
、
名
称

本
会
は
、
田
辺
記
念
碑
銘
「
私
の
品
情
末
、
す
る
と
こ
ろ
は
真
実
の
外
に
は

な
い
」
の
精
神
に
基
づ
き
、
「
求
真
会
一
l
/

寸
称
す
る
。

一
、
目
的

あ
ら
ゆ
る
学
問
や
社
会
活
動
を
通
じ
て
、
前
項
の
名
称
に
ふ
さ
わ
し
く

田
辺
哲
学
と
そ
れ
に
関
連
す
る
思
想
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
広
く
一
般

社
会
に
普
及
し
、
真
実
を
県
宝
来
上
す
る
こ
と
を
呂
的
と
す
る
。

一
、
古
芝
莱

本
会
は
前
項
の
自
的
を
実
現
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

①
毎
年
八
月
後
半
、
田
辺
哲
学
へ
の
敬
意
の
証
と
し
て
、
記
念
碑
の

参
詣
を
兼
ね
た
研
究
会
。

②
研
究
会
の
報
告
な
ど
、
年
一
回
の
機
関
誌
『
求
真
」
一
の
発
行
。

③
「
求
真
会
基
金
」
(
以
下
基
金
と
い
う
)
の
運
営
。

③
そ
の
他
必
要
な
事
業
。

一
、
企
話
回
目

本
会
の
会
員
は
本
会
の
目
的
に
賛
関
す
る
人
々
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。

具
体
的
に
は
、
当
年
度
の
研
究
会
に
参
加
し
た
者
及
び
基
金
に
一
口

以
上
の
寄
付
を
し
た
者
。

一
、
役
員

本
会
は
次
の
役
員
を
置
き
、
役
口
員
は
本
会
の
運
営
を
行
う
。

代

表

幹

事

一

名

理

事

若

干

名

一
、
代
表
幹
事

代
表
幹
事
・
は
本
会
を
代
表
す
る
世
話
役
で
あ
り
、
任
期
は
後
任
者
が
決

ま
る
ま
で
と
す
る
。

一
、
理
事

理
事
は
本
会
の
全
般
的
な
運
営
に
当
た
り
、
任
期
は
後
任
者
が
決
ま
る

ま
で
と
す
る
。

一
、
…
総
ム
ー

当
該
ノ
平
度
の
研
究
会
に
お
い
て
、
活
動
及
び
会
計
報
告
と
活
動
方
針
及

び
予
算
を
審
議
し
、
代
表
幹
事
及
び
理
事
の
選
出
を
行
う
。

一
、
基
金
の
運
営

一
口
千
円
以
上
の
寄
付
金
を
随
時
受
け
入
れ
、
寄
付
者
に
は
寄
付
金
受

け
入
れ
年
度
の
『
求
富
一

ι
を
送
付
す
る
。

一
、
『
求
官
立
の
編
集

代
表
幹
事
が
理
事
及
び
役
員
の
意
見
を
汲
み
入
れ
て
「
宮
沢
す
る
。

一
、
会
計
年
度

毎
年
一
月
一
日
よ
り
二
一
月
一
三
日
ま
で
と
す
る
。

一
、
事
務
局

本
会
の
事
務
局
は
代
表
幹
事
が
決
定
す
る
。

:
!
 

刑
判
口
安

こ
の
規
則
は
、
二
O
O二
年
八
月
二
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

二
O
O六
年
八
月
二
一
二
日
一
部
改
正

ニO
O八
年
一
二
月
一
五
日
一
部
改
正



求
真
会
の
治
革

一
九
四
五
年

月

田
辺
元
先
生
京
都
大
学
を
退
官
さ
れ
る
。

同
年

七
月

田
辺
先
生
北
軽
井
沢
大
学
村
に
転
居
さ
れ
る
。

一
九
六
二
年

題
月
二
九
日

田
辺
先
生
群
馬
大
学
医
学
部
付
属
病
院
に
て
ご
逝
去
さ
れ
る
。

一
九
六
三
年

六
月
二
日

田
辺
一
記
念
碑
除
幕
式
。
そ
の
碑
に
は

私
の
蕎
求
す
る
と
こ
ろ
は
真
実
の
外
に
は
な
い

と
い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
裏
面
に
は
、

田
辺

昭
和
三
七
年
四
月
二
九
日
没
七
七
才

ヌじ
ち
ょ

昭
和
二
六
年
九
月
一
七
日
没
五
五
才

と
あ
る
。
記
念
碑
は
谷
口
吉
郎
博
士
の
作
。
除
幕
式
に
は
谷
口
十
戸
郎
、
野

上
弥
生
子
、
谷
口
徹
三
、
宮
本
和
吉
の
各
氏
、
門
下
生
及
び
石
沢
要
な
ど

群
馬
大
学
関
係
者
が
多
数
参
列
さ
れ
る
。

田
辺
先
生
の
遺
言
で
、
土
地
、

建
物
、
蔵
書
(
一
部
は
京
都
大
学
)
が
群
馬
大
学
に
寄
贈
さ
れ
る
。

一
九
六
四
年

八
月

石
沢
要
先
生
の
発
案
に
よ
り
、
書
斎
と
母
屋
の
山
荘
二
棟
の
う
ち
、
母
屋

を
改
修
し
、
こ
の
年
よ
り
毎
夏
の
集
中
講
義
の
部
屋
と
し
て
使
用
す
る
。

以
来
、

田
辺
山
荘
の
母
屋
に
て
、
毎
夏
、
外
部
の
講
師
を
招
い
て
の
集
中

講
義
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

一
九
六
五
年

沼
月
二
一
一
日

石
沢
先
生
を
中
心
に
し
て
、

田
辺
文
庫
目
録
が
完
成
す
る
。

一
九
六
七
年

田
辺
文
庫
展
示
会
を
開
く
。
石
沢
要
、
山
田
桂
一
一
一
、
吉
野
寛
治
の
諸
先
生

に
よ
り
著
書
が
ス
ラ
イ
ド
で
解
説
さ
れ
る
。

一
九
七
四
年

三
月
コ

δ
s

田
辺
山
荘
の
書
斎
が
「
田
辺
一
記
念
館
」
と
し
て
保
存
さ
れ
、
母
屋
は
取
り

壊
さ
れ
る
。
そ
の
跡
に
群
馬
大
学
北
軽
井
沢
研
修
所
が
建
て
ら
れ
る
。

一
九
七
七
年

四
月

北
軽
井
沢
研
修
所
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
た
め
、

石
沢
先
生
の
発
案
に

よ
り
「
群
馬
大
学
求
真
会
」
が
つ
く
ら
れ
、
七
条
小
次
郎
先
生
が
そ
の
会

長
と
な
る
。

一
九
七
八
年

八
月
一
三
日
i
一
五
日
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田
辺
哲
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
西
谷
一
程
治
、
武
内
義
範
、
大
白
何
度
正
、

野
上
弥
生
子
の
諸
先
生
を
招
く
。

一
九
七
九
年

八

月

二

日

1
二一一日

「
人
間
を
ど
う
考
え
る
か
」
を
テ

i
マ
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。

田
中
美
知
太
郎
、
畑
敏
雄
(
群
馬
大
学
学
長
)
、
野
上
弥
生
子
の
諸
先
生

を
招
く
。

一
九
八

O
年

八
月
八
日

i
一
O
日

田
辺
哲
学
と
道
一
戸
一
を
テ

l
マ
と
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
自
活

庵
義
一
先
生
(
大
阪
大
学
教
授
)
を
講
師
に
迎
え
る
。

同
年

八月一一一一一

5
1二
四
日

を
テ
i

マ
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
高
山
、

柳
沢
、
七
条
、
石
田
の
医
学
及
び
哲
学
関
係
の
諸
先
生
を
招
く
。

一
九
八
一
年

七
月
コ
二
日

i
八
月
二
日

西
谷
宗
教
哲
学
研
究
会
、
西
谷
、
大
島
、
武
内
、
野
上
の
諸
先
生
を
招
く
。

(
西
谷
先
生
が
群
馬
大
学
北
軽
井
沢
研
修
所
の
在
り
方
に
つ
い
て
広
報
に

投
稿
す
る
)

同
年

八
月
一
一
一
一
日

1
二
四
日

『
正
法
眼
蔵
』
研
究
会
を
開
く
。
畑
先
生
を
招
き
『
正
法
眼
蔵
』
の

講
義
を
開
く
。

一
九
八
二
年

七
月
二
二
日

1
八
月
二
日

ホ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
道
一
辺
斉
藤
知
正
先
生
を
招
く
。

一
九
八
三
年

間
辺
先
生
二

O
周
忌
)

八
月
五
日

1
七
日

斉
藤
知
正
先
生
著
『
道
一
五
禅
と
現
代
』
を
中
心
に
し
て
発
表
を
行
う
。

一
九
八
四
年

八
月
一
九
日

i
一
一
一
日

一
九
八
五
年

「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
!
と
禅
」
石
沢
先
生
を
中
心
に
し
て
発
表
を
行
う
。

八
月
西
日

i
六
日

「
自
然
」
に
つ
い
て
の
学
際
研
究
会
。
藤
田
お
茶
の
水
大
学
学
長
、
小
野

生
が
発
表
す
る
。

群
馬
大
学
学
長
及
び
半
田
文
穂
先
生
な
ど
医
学
・
工
学
・
教
養
部
の
諸
先

一
九
八
六
年

表
を
開
く
。

哲
学
研
究
会
を
開
い
て
、
石
沢
、
斉
藤
、
円
増
、
そ
の
他
の
諸
先
生
の
発

八
月
四
日

1
六
日

同
年
一
一
一
月

一
九
八
七
年

村
岡
五
郎
先
生
(
群
馬
大
学
教
育
学
部
農
学
研
究
室
)
ご
逝
去
。

八
月
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「
道
一
五
と
江
渡
荻
嶺
に
つ
い
て
」
を
テ

i
マ
に
し
て
、
禅
研
修
会
を
開
く
。

一
九
八
八
年

斉
藤
先
生
を
中
心
に
高
崎
参
禅
会
の
方
々
が
参
加
す
る
。

八
月
一
日

i
一

哲
学
研
究
会
を
開
く
。
石
沢
先
生
が
「
ア
オ
イ
・
ア
オ
イ
の
哲
学
」
と
い



う
テ

i
マ
で
発
表
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
体
調
悪
く
欠
席
さ
れ
る
。

間
年

八
月
三
日
，
，
.
、
，
，
五
日

禅
研
修
会
を
開
く
。
斉
藤
知
正
先
生
に
よ
る
『
普
勤
坐
禅
儀
』
の
講
義
を

聞
く
。

九
八
九
年

八
月

禅
研
修
会
を
開
く
。
斉
蕗
知
正
先
生
に
よ
る
『
典
座
教
訓
』
の
講
義
を
出
向

く
一
九
九

O
年

八
月
二
ハ

B
i
一
八
日

禅
研
修
会
を
開
く
。
斉
藤
知
正
先
生
を
中
心
に
し
て
発
表
を
行
う
。

一
九
九
一
年

中
止

間
年

一
二
月
一
五
日

石
沢
要
先
生
ご
逝
去
。

一
九
九
二
年

八
月
二
四
日

i
二
六
日

京
都
大
学
・
薗
田
坦
先
生
に
よ
る
講
演
「
ク
ザ
l

ヌ
ス
の
自
然
に
つ
い
て

」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
発
表
を
行
う
。

田
辺
先
生
一
ニ

O
周
忌
)

一
九
九
三
年

八
月
一
一
一
日

1
一一一一日

高
橋
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

向
年

一
二
月
一
日

「
群
一
烏
大
μ
主
水
真
会
」
の
事
務
引
き
継
ぎ
(
高
橋
か
ら
川
島
へ

一
九
九
四
年

八
月
一
九
日

i
一
一
一
日

京
都
大
学
・
長
谷
正
賞
先
生
に
よ
る
講
演
「
田
辺
哲
学
と
エ
マ
ヌ
エ
ル
・

レ
ヴ
イ
ナ
ス
の
哲
学
l
哲
学
の
立
脚
点
と
し
て
の
存
夜
論
と
倫
理
の
立
場

を
め
ぐ
っ
て
l

」
を
開
く
。
そ
の
他
、
高
橋
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を

二

Tw
フ

0

4
4
1
 

同
年

一
二
月
一
日

「
群
馬
大
学
求
真
会
」
を
「
求
真
会
」
と
改
名
す
る
。

会
長
上
向
橋
治
男
、

布
、
紳
京
憲
，
在
、

ド
i

i

h

F

B

寸々
1
r
i
Jん
よ
一

-
I
J

，yh
q

理
事

i
薗
田
坦
、
黒
田
能
勝
、

代
表
幹
事
l
川
島
妓
三

田
中
茂
、
相
田
麟
一

『
求
真
』
創
刊
号
、
発
刊
。

一
九
九
五
年
八
月
一
八
日

1
二
O
B

第
一
回
求
真
会
を
開
く
。
大
阪
府
立
大
学
・
川
村
永
子
先
生
に
よ
る
講
演

「
田
辺
哲
学
と
有
機
体
の
哲
学
!
場
所
の
論
理
を
介
し
て
i
」
を
開
く
。

そ
の
他
、
高
橋
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

『
求
真
』
第
二
号
、
発
刊
。

一
二
月
一
日

一
九
九
六
年

八
月
二
四
日

1
二
六
日

第
二
回
求
真
会
を
開
く
。
静
岡
大
学
・
山
下
秀
智
先
生
に
よ
る
講
演

葉
と
自
覚
」
を
開
く
。
そ
の
他
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。
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同
年

『
求
真
』
第
三
号
、
発
刊
。

一
二
月
一
日

一
九
九
七
年

八
月
二

O
日
i
一一一一日

第
三
百
求
真
会
を
開
く
。
京
都
大
学
・
藤
田
正
勝
先
生
に
よ
る
講
演
「
ニ
一
一
口

葉
と
も
の
の
見
方
」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
笠
井
、
高
橋
、
川
島
に
よ
る
研

究
発
表
を
行
、
っ
。

同
年

一
二
月
一
日

『
求
真
』
第
四
号
、
発
刊
。

一
九
九
八
年

八
月
一
九
日

i
二
一
日

第
四
回
求
真
会
を
開
く
。
大
阪
外
国
語
大
学
・
細
川
富
田
士
山
先
生
に
よ
る
講

演
「
最
後
の
田
辺
析
患
了
絶
筆
『
マ
ラ
ル
メ
覚
書
』
に
つ
い
て
|
」
を
間

く
。
そ
の
他
、

ア
ニ
ミ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
家
・
芹
沢
木
黙
氏
の
発
表
及
び
花

の
行
者
・
花
啄
氏
の
神
通
力
の
実
演
、
川
島
の
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

一
二
月
二
二
日

『
求
真
』
第
五
号
、
発
刊
。

一
九
九
九
年

八
月
一
八
日

i
二
0
5

第
五
回
求
真
会
を
開
く
。
金
沢
大
学
・
気
多
雅
子
先
生
に
よ
る
講
演
「
布

施
を
め
ぐ
っ
て
」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
川
島
の
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

一
二
月
二
八
日

『
求
真
』
第
六
号
、
発
刊
。

二
0
0
0年

八
月
一
一
一
一
一
日

i
二
五
日

第
六
回
求
真
会
を
開
く
。
相
愛
大
学
・
北
野
硲
通
先
生
に
よ
る
講
演
「
大

地
・
身
体
・
自
覚
i
合
ぺ
木
大
拙
の
日
本
的
霊
性
の
問
題
を
起
点
と
し
て
l

」
を
開
く
。
そ
の
他
、
水
野
、
浜
崎
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

二
O
O
一
年

八
月
二
一
一
自

i
二
四
日

第
七
回
求
真
会
を
開
く
。
東
京
理
科
大
学
・
佐
々
木
亮
先
生
に
よ
る
講
演

「
田
辺
と
ハ
イ
デ
ッ
ガ
|
|
〈
存
在
の
比
論
〉
を
め
ぐ
っ
て
l

」
を
開
く
。

そ
の
他
、
川
端
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

二
O
O
一
年

一
二
月
一

O
日

『
求
真
』
第
八
号
、
発
刊
。

ニO
O二
年

八
月
一
一
一

B
i一一一一一日

第
八
回
求
真
会
を
開
く
。
求
真
会
規
約
及
び
求
真
会
基
金
趣
意
書
が
成
立

す
る
。
関
西
大
学
・
小
田
淑
子
先
生
に
よ
る
講
演
「
イ
ス
ラ
l
ム
に
お
け

る
個
人
と
共
同
体
」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
宮
野
、
杉
本
、
川
島
に
よ
る
研

究
発
表
を
行
w

フ。

田
辺
先
生
四

O
回
忌
)

二
O
O二
年

二
月
一
日

高
橋
治
男
先
生
ご
逝
去
。

(
七
二
歳
)

同
年

一
二
月
七
日

山
田
桂
三
先
生
ご
逝
去
。

(
八
七
歳
)

004 2014 第 20号『求真J



周
年

『
求
真
』
第
九
号
、
発
刊
。

二
O
O三
年
八
月
二

O
日
i
一一一一日

第
九
回
求
真
会
を
開
く
。
関
西
大
学
・
井
上
克
人
先
生
に
よ
る
講
演
「
田

一
二
月
一
七
日

辺
哲
学
と
道
元
禅
i
特
に
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
を
め
ぐ
っ
て
i
」

を
聞
く
。
そ
の
他
、
川
端
、
塚
本
、
社
、
相
田
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表

手
乞
(
付
h

つ。

同
年

『
求
十
目
立
第

二
一
月
一
七
日O

号
、
発
刊
。

二
O
O四
年

八
月
一
八
日

i
二
O
B

第
一

O
回
求
真
会
を
開
く
。
南
山
大
学
名
誉
教
授
・
ヤ
ン
・
、
ヴ
ア
ン
・
、
ブ

ラ
フ
ト
先
生
に
よ
る
講
演
「
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
」
を
開
く
。
そ
の
他
、

塚
本
、

田
中
、
相
問
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

向
年

二
月
八
日

小
倉
康
栄
氏
ご
逝
去
。

(
六
七
歳
)

同
年

一
二
月
一
七
日

『
求
真
』
第
一

一
号
、
発
刊
。

二
O
O五
年

八
月
一
七
日

1
一
九
日

第

一
回
求
真
会
を
開
く
。
龍
谷
大
学
・
高
田
信
良
先
生
に
よ
る
講
演
「

グ
口

i
バ
ル
時
代
の
宗
教
問
対
話

l
仏
教
に
お
け
る
〈
諸
宗
教
の
教
学
〉

i
親
饗
の
ま
ね
び
i

」
を
開
く
。
そ
の
他
、
竹
花
、
守
津
、
相
田
、

川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

一
二
月
一
七
自

『
求
真
』
第
一
一
一
号
、
発
刊
。

二
O
O六
年

七
月
二
一
日

社
虫
然
(
本
名
・
芹
沢
栄
三
、
元
の
雅
号
・
木
黙
)
氏
ご
逝
去
。

(
五
八
歳
)

同
年

八
月
二
三
日

1
二
五
日

第
一
二
回
求
真
会
を
開
く
。
石
川
県
立
看
護
大
学
・
浅
見
洋
先
生
に
よ
る

講
演
「
死
の
自
覚
を
め
ぐ
っ
て

l
ハ
イ
デ
ッ
ガ

i
・
西
田
・
田
辺

i
」
を

開
く
。
そ
の
他
、
川
端
、
相
田
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

『
求
真
』
第
二
ニ
号
、
発
刊
。

一
二
月
一
五
日

二
O
O七
年

八
月
一
一
一
一
日
，••• 
、
.
二
四
日

第
一
三
回
求
真
会
を
開
く
。
筑
波
大
学
・
伊
藤
益
先
生
に
よ
る
講
演
「
変

容
さ
れ
る
過
去
l

田
辺
哲
学
と
大
島
哲
μ
子
l
」
を
開
く
。
そ
の
他
、
摩
、

吉
田
、
梅
田
、
川
島
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

周
年

一
二
月
一
七
日

『
求
声
G
第
一
四
号
、
発
刊
。

(
以
上
は
『
求
真
』
第
一
一
山
口
す
か
ら
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
)

二
O
O八
年

月

田
中

求真会の沿革005 



求
真
会
事
務
局
が
筑
波
大
学
に
移
る
。
代
表
幹
事
が
、
伊
藤
益
に
委
任
さ

れ
る
。

同
年

八
月
二
五
日

i
二
六
日

第
一
四
回
求
真
会
を
開
く
。
彦
、
馬
場
、
杉
本
、
高
木
に
よ
る
研
究
発
表

を
行
-70

同
年

二
一
月

『
求
真
』
第
一
五
号
、
発
刊
。

二
O
O九
年

八
月
二

O
B
i一
一
一
日

第
一
五
回
求
真
会
を
開
く
。
関
西
大
学
・
井
上
克
人
先
生
に
よ
る
講
演

「ロ

2ω
心

5
窓
口

g
の
哲
学
i
石
沢
要
先
生
の
ス
ピ
ノ
ザ
論
と
田
辺
哲
学

の
接
点
i

」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
高
木
、
杉
本
、
城
阪
に
よ
る
研
究
発
表

千
ゲ
斗
(
行
w

つ。

同
年

二
一
月

『
求
富
江
第
二
ハ
号
、
発
刊
。

二
O
一O
年

八
月
一
五
日

1
一
六
日

第
一
六
回
求
真
会
を
開
く
。
沼
沢
、
摩
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

二
一
月

『
求
真
』
第
一
七
号
、
発
刊
。

二
O
一
一
年

九
月
一

O
B

京
都
大
学
に
て
第
一
七
回
求
真
会
を
開
く
。
京
都
大
学
・
福
谷
茂
先
生
に

よ
る
講
演
「
田
港
と
カ
ン
ト
j

『
種
の
論
理
と
世
界
凶
式
』
を
中
心
に

」
を
聞
く
。
そ
の
他
、
高
木
、

日
高
、
蓮
沼
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

一
二
月

『
求
真
』
第
一
八
号
、
発
刊
。

二
O
二
一
年
八
月
二
三
日

1
二
四
日

第
一
八
回
求
真
会
を
開
く
。
京
都
大
学
・
藤
田
正
勝
先
生
に
よ
る
講
演

「
田
辺
元
の
生
涯
と
思
想
|
田
辺
元
先
生
没
後
五

O
年
を
記
念
し
て
l

」

を
開
く
。
そ
の
他
、
川
井
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
。

同
年

月

司
求
真
』
第
一
九
号
、
発
刊
。

二
O
一
五
年

月

『
求
真
』
第
二

O
号
、
発
刊
。

006 2014 第 20号『求真』



『
会
革
論
文
投
稿
規
定

論
文
の
テ

i
マ
は
出
辺
意
ナ
主
白
む
窓
了
思
想
全
般
に
関
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

使
用
言
誌
は
日
本
訴
と
す
る
。

論
文
を
投
格
す
る
撚
は
次
の
書
式
に
従
う
こ
と
。

A
5
版
用
紙
に
縦
書
き
二

段
組
み
と
す
る
。
各
段
は
一
ニ
ハ
ピ
ヂ
x
二
O
行
(
一
一
良
二
一

O
Qき
と
し
、
註

は
本
文
末
に
一
一
倍
す
る
。
以
上
の
匙
式
で
一
五
頁
位
度
と
す
る
(
古
川
ぷ
の
川
崎
合

は一

O
一
良
程
度
)
。

提
出
械
式

①
屯
子
メ

i
ル
の
場
合
君
。
丘
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
し
た
包
子
メ

i
ル
を
、
求

真
会
事
務
局
宛
(
下
記
メ
!
ル
ア
ド
レ
ス
)
に
送
る
こ
と

Q

②
郵
送
の
場
合
お
よ
び
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
す
る
場
合

原
杭
デ
ー
タ
が
保

存
さ
れ
て
い
る
3
.
5
イ
ン
チ
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
と
原
稿
一
部
を
、
求

真
会
事
務
局
宛
に
郵
送
す
る
こ
と
。

ま
た
①
、
②
ど
ら
ら
の
場
合
も
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
と
投
稿
者
の
ロ
ー
マ
字
表

記
お
よ
び
所
印
刷
・
級
業
を
明
記
し
た
別
フ
ァ
イ
ル
を
添
付
(
別
紙
を
間
対
)

す
る
こ
と
。

}
¥
ず
ま
収

υ刊
H
リ

戸
州
事
匁
J

弘明ヒノ

締
切
は
当
年
度
の
一
二
一
月
一
五
日
と
す
る
。
郵
送
の
場
A
R
当
日
消
印
有
効

求
真
会
ノ
合
員
(
五

O
音
順
巴

代
表
幹
事

J?P.. 

求
真

第
二

O
号

〔
郵
使
訴
は
げ
〕
凶
C
M
s
∞ゴ {2 
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i
 

t
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城
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つ
く
ば
市
天
王
台
了
「
一

筑
波
大
内
主
入
学
院
人
文
社
会
計
千
研
究
科

告
宇
・
思
組
専
攻
便
服
従
研
究
主

5
d
M
Z
E
g
一⑪五
8
・
co
ち

〔
編
集
・
発
行
者
〕
ボ
真
会
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